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(57)【要約】
【課題】シート・クッションやアームレストに埋め込ん
で小物入れやカップ立てに活用可能にされ、荷重が上方
から加わる際、側壁の屈曲変形を吸収でき、その荷重を
分散させてその屈曲変形によるしわや亀裂がその側壁に
発生することを未然に防止でき、そして、外観品質を損
なわずに長く保つ。
【解決手段】底壁１２および側壁１３からなり、そして
、その側壁１３の上端１５を開口１６に開放する容器１
１と、その容器１１の開口端１４でその側壁１３の外周
面１７に突き出される周囲フランジ１９とを含み、そし
て、潰れ変形可能な溝形曲り部分２０、２１が、その容
器１１の高さ方向の略中間でその側壁１３のその外周面
１７の適宜の部分にへこんでその側壁１３の内周面１８
に突き出されてその側壁１３に横方向に適宜に伸び、そ
して、荷重が上方から加わると、上下方向に潰れ変形さ
れてその荷重を分散させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底壁および側壁からなり、そして、その側壁の上端を開口に開放する容器と、その容器
の開口端でその側壁の外周面に突き出される周囲フランジとを含み、そして、潰れ変形可
能な溝形曲り部分が、その容器の高さ方向の略中間でその側壁のその外周面の適宜の部分
にへこんでその側壁の内周面に突き出されてその側壁に横方向に適宜に伸び、そして、荷
重が上方から加わると、上下方向に潰れ変形されてその荷重を分散させるところの自動車
シートに用いる軟質樹脂成形小物入れ。
【請求項２】
　底壁および側壁からなり、そして、その側壁の上端を開口に開放する容器と、その容器
の開口端でその側壁の外周面に突き出される周囲フランジとを含み、そして、複数の潰れ
変形可能な溝形曲り部分が、その容器の高さ方向の略中間でその側壁のその外周面の適宜
の部分に向かい合ってへこんでその側壁の内周面に突き出されてその側壁に横方向に適宜
に伸び、そして、荷重が上方から加わると、上下方向に潰れ変形されてその荷重を分散さ
せるところの自動車シートに用いる軟質樹脂成形小物入れ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、自動車シートのシート・クッションやアームレストなどに埋め込まれて小
物を入れたり、また、カップ、ドリンク缶、コップなどを立てた状態に保持するカップ・
ホルダーに活用するところの自動車シートに用いる軟質樹脂成形小物入れに関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車シートでは、フランジ付き軟質樹脂成形容器がシート・クッションに埋め込まれ
て小物入れに活用されたり、また、アームレストに埋め込まれてそのアームレストの前倒
し状態でカップ、ドリンク缶、コップなどを立てた状態に保持させて飲み物を飲めるよう
に活用される。
この種の軟質樹脂成形容器は、荷重が上方から掛かると、側壁が屈曲変形され、それが繰
り返されると、しわや亀裂がその側壁に発生して外観品質を損ねてしまう不具合があった
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　この発明の課題は、シート・クッションやアームレストに埋め込んで小物入れやカップ
立てに活用可能にされ、荷重が上方から加わる際、側壁の屈曲変形を吸収でき、その荷重
を分散させてその屈曲変形によるしわや亀裂がその側壁に発生することを未然に防止でき
、そして、外観品質を損なわないところの自動車シートに用いる軟質樹脂成形小物入れを
提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この発明の自動車シートに用いる軟質樹脂成形小物入れは、底壁および側壁からなり、
そして、その側壁の上端を開口に開放する容器と、その容器の開口端でその側壁の外周面
に突き出される周囲フランジとを含み、そして、潰れ変形可能な溝形曲り部分が、その容
器の高さ方向の略中間でその側壁のその外周面の適宜の部分にへこんでその側壁の内周面
に突き出されてその側壁に横方向に適宜に伸び、そして、荷重が上方から加わると、上下
方向に潰れ変形されてその荷重を分散させる。
【発明の効果】
【０００５】
　この発明の自動車シートに用いる軟質樹脂成形小物入れでは、シート・クッションやア
ームレストに埋め込んで小物入れやカップ立てに活用可能になり、荷重が上方から加わる
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際、側壁に予め形成した潰れ変形可能な溝形曲り部分が変形されてその側壁の屈曲変形が
吸収され、その荷重がその潰れ変形可能な溝形曲り部分で分散されてその屈曲変形による
しわや亀裂がその側壁に発生することが未然に防止され、そして、外観品質が損なわれず
に長く保たれる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】乗用車のフロント・シートのシート・クッションに埋め込まれて小物入れに活用
されるところのこの発明の自動車シートに用いる軟質樹脂成形小物入れの具体例を示した
斜視図である。
【図２】図１の２－２線に沿って示した断面図である。
【図３】荷重が加わった状態で図１の２－２線の沿って示した断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　この発明の自動車シートに用いる軟質樹脂成形小物入れは、底壁および側壁からなり、
そして、その側壁の上端を開口に開放する容器と、その容器の開口端でその側壁の外周面
に突き出される周囲フランジとを含み、そして、潰れ変形可能な溝形曲り部分が、その容
器の高さ方向の略中間でその側壁のその外周面の適宜の部分にへこんでその側壁の内周面
に突き出されてその側壁に横方向に適宜に伸び、そして、荷重が上方から加わると、上下
方向に潰れ変形されてその荷重を分散させる。
【０００８】
　また、この発明の自動車シートに用いる軟質樹脂成形小物入れは、底壁および側壁から
なり、そして、その側壁の上端を開口に開放する容器と、その容器の開口端でその側壁の
外周面に突き出される周囲フランジとを含み、そして、複数の潰れ変形可能な溝形曲り部
分が、その容器の高さ方向の略中間でその側壁のその外周面の適宜の部分に向かい合って
へこんでその側壁の内周面に突き出されてその側壁に横方向に適宜に伸び、そして、荷重
が上方から加わると、上下方向に潰れ変形されてその荷重を分散させる。
【実施例１】
【０００９】
　以下、特定されて図示された具体例に基づいて、この発明の自動車シートに用いる軟質
樹脂成形小物入れを説明するに、図１ないし図３は、乗用車のフロント・シートのシート
・クッションに埋め込まれて小物入れに活用されるところのこの発明の自動車シートに用
いる軟質樹脂成形小物入れの具体例１０を示し、そして、この軟質樹脂成形小物入れ１０
では、容器１１が、底壁１２および側壁１３からなり、そして、その側壁１３の上端１５
を開口１６に開放し、また、周囲フランジ１９が、その容器１１の開口端１４でその側壁
１３の外周面１７に突き出され、さらに、複数の潰れ変形可能な溝形曲り部分２０、２１
が、その容器１１の高さ方向の略中間でその側壁１３のその外周面１７の適宜の部分に向
かい合ってへこんでその側壁１３の内周面１８に突き出されてその側壁１３に横方向に適
宜の長さに伸びる構造が採られ、そして、型でその構造に軟質樹脂から一体的に成形され
る。
【００１０】
　その潰れ変形可能な溝形曲り部分２０、２１は、荷重が上方から加わると、上下方向に
潰れ変形されてその荷重を分散させる機能をするので、その容器１１がカップ立て、すな
わち、カップ・ホルダーの形状に成形される場合、そのカップ・ホルダーの形状に応じて
変形され、例えば、単一でもよく、また長くされても短くされてもかまわない。
【００１１】
　したがって、この軟質樹脂成形小物入れ１０は、荷重が上方から加わると、その容器１
１のその側壁１３ではその潰れ変形可能な溝形曲り部分２０が上下方向に潰れ変形され、
そして、その側壁１３の屈曲変形がその潰れ変形可能な溝形曲り部分２０に吸収されてそ
の荷重もその潰れ変形可能な溝形曲り部分２０で分散され、その結果、その屈曲変形によ
るしわや亀裂がその側壁１３に発生することが未然に防止され、外観品質が損なわれずに
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長く保たれ、そして、アームレストに埋め込んでカップ立て、すなわち、カップ・ホルダ
ーに活用可能になる。
【００１２】
　先に図面を参照して説明されたところのこの発明の特定された具体例から明らかである
ように、この発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者にとって、この発明
の内容は、その発明の性質（ｎａｔｕｒｅ）および本質（ｓｕｂｓｔａｎｃｅ）に由来し
、そして、それらを内在させると客観的に認められる別の態様に容易に具体化される。勿
論、この発明の内容は、その発明の課題に相応し（ｂｅ　ｃｏｍｍｅｎｓｕｒａｔｅ　ｗ
ｉｔｈ）、そして、その発明の成立に必須である。
【産業上の利用可能性】
【００１３】
　上述から理解されるように、この発明の自動車シートに用いる軟質樹脂成形小物入れは
、底壁および側壁からなり、そして、その側壁の上端を開口に開放する容器と、その容器
の開口端でその側壁の外周面に突き出される周囲フランジとを含み、そして、潰れ変形可
能な溝形曲り部分が、その容器の高さ方向の略中間でその側壁のその外周面の適宜の部分
にへこんでその側壁の内周面に突き出されてその側壁に横方向に適宜に伸び、そして、荷
重が上方から加わると、上下方向に潰れ変形されてその荷重を分散させるので、この発明
の自動車シートに用いる軟質樹脂成形小物入れでは、荷重が上方から加わる際、その側壁
の屈曲変形が、その潰れ変形可能な溝形曲り部分で吸収されてその荷重もその潰れ変形可
能な溝形曲り部分で分散され、その屈曲変形によるしわや亀裂がその側壁に発生すること
が未然に防止され、外観品質が損なわれずに長く保たれ、そして、シート・クッションや
アームレストに埋め込まれて小物入れやカップ立て、すなわち、カップ・ホルダーに活用
可能になり、その結果、自動車シートにとって非常に有用で実用的である。
【符号の説明】
【００１４】
　１０　軟質樹脂成形小物入れ
　１１　容器
　１２　底壁
　１３　側壁
　１４　開口端
　１５　上端
　１６　開口
　１７　外周面
　１８　内周面
　１９　周囲フランジ
　２０　潰れ変形可能な溝形曲り部分
　２１　潰れ変形可能な溝形曲り部分
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